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人権を考える 問い合わせ　自治交流課（☎㊵2211）
　　　　　　生涯学習課（☎㉒6888）

　～みんなで進めよう！男女共同参画～

査
を
行
い
ま
し
た
。

▽
男
女
の
地
位
の
平
等
＝
６
割
以

上
の
人
が「
男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る
」と
感
じ
て
い
ま
す
▽
固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
＝
性
別

に
よ
る
役
割
分
担
に
反
対
の
人
は

女
性
で
６
割
近
く
、
男
性
も
半
数

近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
▽
家
事
・

育
児
・
介
護
な
ど
の
時
間
数
＝
女

性
の
半
数
以
上
が
１
日
に
３
時
間

以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、
男
性
は

６
割
以
上
の
人
が
１
時
間
未
満
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

藤
岡
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

　
本
市
で
は「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」第
14
条
第
３
項
に
基

づ
き
、
新
た
に
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
と
、

施
策
の
方
向
を
示
し
た
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
期
間

は
平
成
30
年
４
月
～
40
年
３
月
の

10
年
間
で
す
。

９
つ
の
基
本
目
標　
①
政
策
・
方

針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
拡

大
②
働
く
場
に
お
け
る
女
性
の
活

躍
推
進
と
仕
事
と
生
活
の
調
和
③

地
域
、
農
山
村
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
④
女
性
等
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
⑤
生
涯

　
全
て
の
人
が
性
別
に
関
わ
ら
ず

人
権
を
尊
重
し
、
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
に
は「
個
人
の
尊
重
」

と
法
の
下
の
平
等
が
う
た
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」と
い
っ
た
性
別
に
よ
る
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
や
社
会
慣

行
は
依
然
と
し
て
根
強
く
、
男
女

間
の
不
平
等
を
感
じ
る
こ
と
も
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
産
業
構

造
の
変
化
、
家
族
形
態
の
多
様
化

な
ど
、
急
速
に
進
む
時
代
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
が
必
要
で
す
。

国
・
県
・
市
の
取
り
組
み
に
加
え
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
が
男
女

の
人
権
を
身
近
な
問
題
と
し
て
考

え
、
相
互
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
現
状

　
本
市
で
は
平
成
27
年
に
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
⑥

様
々
な
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
整
備
⑦
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
意
識
づ
く
り

⑧
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

づ
く
り
⑨
防
災
分
野
に
お
け
る
取

り
組
み
の
推
進

　
こ
れ
ら
の
基
本
目
標
に
基
づ
き

施
策
を
進
め
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
き
ま

す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現
す
る
と

家
庭　
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役

割
分
担
が
解
消
さ
れ
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
家
庭
生
活
が
築
か
れ
ま
す

職
場　
女
性
の
政
策
・
方
針
決
定

過
程
へ
の
参
画
が
進
み
ま
す
。
多

様
な
人
材
が
活
躍
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
活
力
あ
る
経
済
活
動
が
実
現

し
ま
す

地
域　
性
別
や
年
代
に
関
わ
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
へ
参
画
す

る
こ
と
に
よ
り
、互
い
に
協
力
し
、

地
域
活
動
に
貢
献
し
ま
す

　
男
性
も
女
性
も
意
欲
に
応
じ
て
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
社

会
が
形
成
さ
れ
、
市
民
ひ
と
り
ひ

と
り
の
豊
か
な
人
生
に
つ
な
が
り

ま
す
。

問い合わせ　学校教育課（☎㊿8212）
　　　　　　東中学校（☎㉒0761）

東中校区

特別号 コミュニティ・スクール
～地域とともにある学校を目指して～

↑美九里公民館に飾られた子どもたちの絵画を眺める地域の
皆さん。 

　東中校区では来年度からの「東」連携型小中一貫
校運営協議会設置を見据え、昨年５月に各４校から
地域関係者・学識経験者・保護者代表など 34人の
委員が集まり、第１回学校運営協議会を開催しまし
た。その中で「東」連携型小中一貫校としての学校
経営方針が承認され、同じ方向を向いた体制作りが
確認されました。また、さまざまな情報交換が行わ
れた中で、小中一貫校としての「目指す子ども像」を
基に、「子どもが大人になったときのことまで考えて
活動しよう」、「郷土とかかわり、郷土を愛する子ど
もを育てよう」という方針が決定されました。
①「街角美術館」の広がり
　地域の協力を得て、子どもたちの絵画などの作品
展を行っています。藤岡第一小校区の商店街での展
示を参考にして、美九里地区２校は美九里公民館と
の連携による作品展を行うことが決まりました。自
分たちの作品を通して地域との関わりを意識するこ
とで、子どもたちの自己有用感や意欲が高まると同
時に、これをきっかけとして地域の皆さんとの会話
が増えることを期待しています。
②伝統文化・行事の理解と継承
　藤岡第一小学校の「地域もりあげ隊（子どもボラン

ティア組織）」は、藤岡地区納涼祭・子ども祭りなど
の地域の行事に準備から積極的に関わっています。
美九里地区でも地域の祭りや獅子舞・戦没者追悼
式など、継承したい伝統文化・行事がたくさんあり
ます。そこで、地域の皆さんを外部講師とし、伝統
文化の体験学習を行ったり、学校と地域の行事が一
目で分かる年間行事予定表を作成したりすること
で、子どもたちに地域の持続発展についてより深く
考えてほしいと考え、準備を進めています。
　今後は学校運営協議会で決められた方針を基に
子ども・家庭・教職員・地域の皆さんがさまざまな
活動を通して触れ合い、声を掛け合って笑顔の広ま
る学校づくりに取り組んでいきたいと考えています。

図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館（☎㉒1669）

著者 ▽樋田　敦子
東大を目指した理由は。親や親族に
東大卒がいるか。受験勉強のやり方
は。東大女子のメリットとデメリッ
トは。勉強は幸せをつかむ手助けに
なるか。東大女子30人、真実のルポ。

著者 ▽下村　敦史
両親が起こした火事で１人生き残っ
た幸子。子どもたちと車で海に飛び
込み生き残ったシングルマザーの雪
絵。加害者と被害者の思いが交錯し
た時、衝撃の真実が明らかになる…。

著者 ▽酒井　順子
受験戦争は楽々通過、就職活動は
売り手市場。苦労知らずで、おめで
たくて、50 代になっても後輩気分。
そんなバブル世代をあらゆるテーマ
から斬りこんだ新・世代論。

悲願花 東大を出たあの子は幸せになったのか駄目な世代


